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次期 X線天文衛星 ASTRO-H搭載の軟ガンマ線検出器 (SGD)は、40 keV から 600 keV において、徹底した
低バックグラウンド化により、従来より 10倍良い感度での観測を目指している。これは、(1)BGOシンチレータ
を用いたアクティブシールドとファインコリメータにより、光子の入射角を制限、さらに (2)シリコンとテルル
化カドミウム半導体検出器を多層に重ねた主検出部で、コンプトン運動学により光子の入射方向を決定、という
2機能を組み合せた狭視野コンプトンカメラという独自のコンセプトにより達成される。
SGDは、昨年度のうちに衛星に搭載する 2台の検出器の製作が完了し、検出器単体での低温および熱真空試験

を実施した。現在は衛星に組み上げた最終状態での衛星総合試験が行われている。検出器の試験とあわせて、観
測されたデータを解析するためのソフトウェア開発も、日米共同で着々と準備されている。本講演では、SGD検
出器の現状を報告し、解析ソフトウェアについても紹介する。


